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「自分と」「周りの環境と」向き合い、かかわる 

副校長 大澤 隆 

「あっ、木の神だ。」「森の神だ。」と、富士山麓樹海のハイキング

コースを歩く子どもたちが、コース上で突然出会った私に声をかけて

います。6月 10 日（火）11 日（水）、一泊二日で実施した 5年生の箱

根宿泊体験学習でのことです。一日目の夜に行ったキャンドルファイ

ヤーで、私が「火の神」を務めたこともあり、二日目の樹海のハイキン

グでは、前夜とは違った「○○の神」と、呼んでいたのです。 

一日目の日中は、海賊船で、雨天によるもやに包まれた芦ノ湖の湖上を進みました。船内で私と会話して

いるときに、「景色が全然見えないけれど、なんだかいい感じ。」と、話していた子がいました。また、そ

の後の寄木細工体験では、多くの子が夢中になって手を動かし、思考を働かせて、木片の組み合わせ方で模

様が様々に変わることを楽しんでいた姿が印象に残りました。 

宿泊施設では、二人組になって布団にシーツを掛けたり、ビュッフェ

形式の食事で自分の好みに応じて料理や分量を決めたりと、協力したり

自己決定したりする姿が随所で見られました。 

二日目の「鳴沢氷穴」「富岳風穴」見学では、地下の見学コースから

地上に出てきた子どもたちが、「うわっ暑い。」と声にしていたことか

ら、氷穴や風穴内の涼しさを実感していたことが伝わってきました。 

宿泊体験学習は、教室を、そして学校を飛び出しての学習活動です。必ず、普段とは違った貴重な時間を

過ごせるはずです。私は出発前から、子どもたち一人ひとりが、この体験学習で「自分と」「周りの環境（ひ

とやもの、事象など）と」いつも以上に向き合い、かかわってほしいと考えていました。 

 

昨今の社会では ICT 機器が様々な面で活用され、オンラインでの学習活動も展開されるようになりまし

た。多様な学び方ができるようになり、子どもたちはその時々の状況に応じた学びを得ることできるように

なってきています。だからこそ、「自分と」「周りの環境と」自らの五感を通して直接的に向き合い、かか

わることのできる学習活動の機会の重要性が高まってくると思います。 

宿泊体験学習や校外に出掛けての活動でのかかわりだけでなく、毎日の教室内でのかかわりも同様に大

切にしながら、今後も、「自分と」「周りの環境と」向き合い、豊かにかかわることを通して、「あなたも 

わたしも いいえがお」の子どもたちが集う西寺尾小学校をめざしていきたいと思います。 

 


